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 今日は３月１１日。カレンダーを見ても何も書いてはありませんが、日本にいたら忘れて

はいけない大切な日です。先週の金曜日の道徳の時に「３月１１日は何の日か」と聞いたら

すぐにみんなが答えてくれたので、みんなの意識の中にしっかりと残っているのだなあと思

いました。３月１１日は、東日本大震災が起こった日です。 

 ４年前、みんなは小学校の３年生だったので、きっと記憶もあまり残っていない人が多い

でしょう。被害の多かった地域と比べてこの地域はあまり被害がなかったので、大きな災害

があったという意識があまりないかもしれません。そこで、道徳の時間に、４年たって少し

大きくなったみんなに、津波の様子や震災があった後の町の様子を映像で見せました。書い

てもらった感想を見ると、当たり前の日常が突然亡くなってしまうことの恐ろしさや、普段

からの心構えや訓練の大切さ、そしてたくさんの大きな悲しみに気づくことができ、とても

よかったと思います。 

 震災から４年がたち、みんなは小学３年生から中

学１年生になりました。もちろん、それぞに抱えて

いる悩みはあるとは思うけれど、日常生活で大きく

困ることは無いかなと思います。でも被災された人

たちの中には、まだまだ不自由な生活を強いられて

いたり、家族がバラバラに生活をしていたりと、元

の生活に戻れない人もいます。そんな現状に対して、

みんなはどんなことができるでしょう。 

 もちろん、募金をしたりボランティアをしたりと

いうことは、被災された人たちにとってはとても大

切なことだと思います。けれどまだまだ子どものみんなにとっては、簡単なことではありま

せん。だから無理にそんなことをしろ、とは言いません。それよりもみんなにできることが

２つあると思います。１つは災害のことを知ること。もう１つは想像することです。 

 この間、映像を見て、みんなは知らなかった震災のことを知りました。大変な状況なのに

マナーを守っていた人がいたことや助け合っていた人の言葉に、感動した人も多かったです。

知ることで、考え方が変わり、行動が変わります。それはきっとどこかでつながっていて、

誰かの助けになる時が来ます。そして想像しましょう。被災された人たちのことや、自分の

身に起きたらどうするか。想像すればきっと誰かを思いやる行動ができるようになります。 

 遠い異国の話でも遠い昔の話でもありません。たった４年前の日本の話です。今日はきっ

と新聞やニュースでもたくさん取り上げられると思うので、この機会に怖がらないでいろい

ろなことを知る１日にしてください。 
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